	がん医療の充実（医療機関の連携・協力体制の整備）

	第二期計画における取組目標
	第二期計画初年度（Ｈ25）の主な取組
	２６年度の主な取組（Ｈ26.12末現在）
	２７年度～の取組案

	（１）オンコロジーセンター構想の推進
○　オンコロジーセンター構想に基づき、府立成人病センター及び大学病院の有するオンコロジーセンター機能のより一層の積極的活用を図り、がん患者に対する医療提供の充実を図ります。
（２）がん拠点病院を中心とした地域連携体制の推進
○　国指定拠点病院及び府指定拠点病院の各病院毎の役割分担を明確にし、国指定拠点病院を中心とした二次医療圏毎の地域特性を踏まえた地域医療ネットワークを構築します。
（３）地域の実情に応じた地域連携クリティカルパスの推進
○　地域連携クリティカルパスについて地域の実情に応じた普及を図るため、引き続き、パスの活用状況等についての実態把握を行い、在宅医療の充実につながるよう、がん診療連携協議会において活用方策の検討を行います。
	○拠点病院のあり方について
・拠点病院制度については、国が２５年度に制度改正

主な変更点（府関係部分）

・地域がん診療連携拠点病院等指定要件の厳格化

（術中病理診断の実施、緩和ケア提供体制の強化、人材配置要件の厳格化、診療実績要件の厳格化、相談支援体制の充実など）

・がん診療提供体制に関するＰＤＣＡ体制の構築

など

・国の通知を受け、がん診療拠点病院部会において方針を決定の上、拠点病院の募集事務等を行っている。

○地域連携の取組

・国拠点病院が事務局となって、二次医療圏毎にネットワーク協議会を設置（平成24年度）

平成25年度も引き続き各地域で開催

〈開催状況〉
豊能:２回(7/9、2/27)、三島:１回(1/29)

北河内:1回(6/6)、中河内:１回(2/26)
南河内:１回(2/12)、堺市:２回(9/26、2/13)、

泉州:２回(6/27、2/6)、大阪市：１回(2/19)
○地域連携クリティカルパスの推進
・がん診療連携協議会「地域連携クリティカルパス部会」で活用方策を検討

がん診療連携協議会　パス部会
（7/3、1/29）

パス促進会議（11/3）


	○がん拠点病院を中心とした連携体制の強化
・がん拠点病院の指定状況
国指定拠点病院　16か所(H26新規指定2か所)

府指定拠点病院　44か所
・府指定拠点病院の要件見直し

がん診療提供体制の一層の充実・強化を図るため、国の指定要件を踏まえ、指定要件を改正
　・大阪府がん診療連携協議会の運営
　　成人病センターを事務局として、国・府指定拠点病院で構成する協議会及び専門部会を運営し、診療連携体制やがん登録、地域支援クリティカルパス整備などについて協議・検討
○地域連携の取組

・二次医療圏毎に、国拠点病院が事務局となり、府拠点病院、地区医師会、市町村など関係者の参画によるネットワーク協議会を設置・運営
〈開催状況〉

豊能:2回(6/19、2/26)、三島:1回(1/29)

北河内:1回(10/16)、中河内:1回(12/18)

南河内:1回(2/25)、堺市:2回(9/30、3/19)、

泉州:2回(7/3、2/12)、大阪市:2回(6/30、12/4)
○地域連携クリティカルパスの推進
・がん診療連携協議会「地域連携クリティカルパス部会」で活用方策を検討

がん診療連携協議会　パス部会（7/9、1/28）

パス促進会議（6/6、11/7）

	・府指定拠点病院の経過措置適用病院については指定更新審査を実施
・大阪府がん診療連携協議会と連携し、さらなる医療提供の充実を図る
・各圏域において現状や課題を共有し関係機関間での連携強化を図る

・地域医療介護総合確保基金を活用した地域連携事業の実施によるネットワーク協議会活動の充実を図る
・がん診療連携協議会においてクリティカルパスの運用状況把握や運用促進に向けた取組みを進める
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